
昭
和
四
十
九
年
総
理
府
・
通
商
産
業
省
令
第
四
号

公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
程

公
害
健
康
被
害
補
償
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
一
号
）
第
五
十
三
条
第
二
項
、
第
五
十
五
条
第
一
項
及
び

第
二
項
、
第
六
十
一
条
、
第
六
十
七
条
並
び
に
第
八
十
七
条
並
び
に
公
害
健
康
被
害
補
償
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
九

年
政
令
第
二
百
九
十
五
号
）
第
六
条
及
び
第
三
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
公
害

健
康
被
害
補
償
法
施
行
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
）

第
一
条
　
公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

支
払
は
、
毎
年
度
（
毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
当
該
ば
い
煙
発
生

施
設
等
設
置
者
（
法
第
五
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
ば
い
煙
発
生
施
設
等
設
置
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が

当
該
補
償
給
付
の
支
給
の
原
因
と
な
つ
た
行
為
に
基
づ
き
損
害
を

て
ん塡

補
し
た
た
め
に
当
該
年
度
に
お
い
て
都
道
府

県
知
事
又
は
法
第
四
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
市
の
長
が
補
償
給
付
の
支
給
を
免
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
額
（
そ

の
額
が
当
該
ば
い
煙
発
生
施
設
等
設
置
者
が
当
該
年
度
に
お
い
て
納
付
す
る
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
の
額
（
次
条
の

規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
除
く
。
）
を
超
え
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
の
額
）
を
限
度

と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
条
　
公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
六
条
の
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し

た
額
は
、
当
該
年
度
分
と
し
て
徴
収
す
べ
き
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
の
総
額
に
対
す
る
当
該
年
度
に
お
け
る
第
一
種

地
域
に
係
る
指
定
疾
病
（
法
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
疾
病
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
に
よ
る
被
害
に
関
し
て
行
う
公
害
保
健
福
祉
事
業
に
要
す
る
費
用
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
及
び
独

立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
が
第
一
種
地
域
に
係
る
指
定
疾
病
に
よ
る
被
害

に
関
し
て
行
う
事
務
の
処
理
に
要
す
る
費
用
の
額
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
政
府
か

ら
交
付
さ
れ
た
金
額
に
相
当
す
る
額
を
除
く
。
）
の
合
計
額
の
割
合
を
、
当
該
ば
い
煙
発
生
施
設
等
設
置
者
が
当

該
年
度
に
お
い
て
納
付
す
る
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
の
額
に
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

（
年
間
排
出
量
の
算
定
の
方
式
）

第
三
条
　
法
第
五
十
三
条
第
二
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
同
条
第
一
項
の
年
間
排
出
量
の
算
定
の
方
式
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
て
当
該
各
号
に
定
め
る
算
式
に
よ
り
得
た
値
の
硫
黄
酸
化
物
の
量
（
温
度
が
零
度
で
圧

力
が
一
気
圧
の
状
態
に
換
算
し
た
立
方
メ
ー
ト
ル
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
合
計
す
る
も
の

と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
と
は
別
の
方
式
に
よ
り
年
間
排
出
量
が
算
定
で
き
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
使
用
す
る
原
材
料
又
は
燃
料
が
液
体
又
は
固
体
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
使
用
す
る
原
材
料
又
は

燃
料
の
別
に
応
じ
て
次
の
い
ず
れ
か
の
算
式
に
よ
り
算
出
す
る
も
の
と
す
る
。

イ
　
原
材
料
又
は
燃
料
の
前
年
に
お
け
る
使
用
量
（
単
位
　
リ
ッ
ト
ル
）×

原
材
料
又
は
燃
料
の
密
度
（
単

位
　
グ
ラ
ム
毎
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）×

原
材
料
又
は
燃
料
中
の
硫
黄
分
の
成
分
割
合
（
単
位
　
重
量

比
）×

（
２
２
．
４
／
３
２
）

ロ
　
原
材
料
又
は
燃
料
の
前
年
に
お
け
る
使
用
量
（
単
位
　
キ
ロ
グ
ラ
ム
）×

原
材
料
又
は
燃
料
中
の
硫
黄
分

の
成
分
割
合
（
単
位
　
重
量
比
）×

（
２
２
．
４
／
３
２
）

二
　
使
用
す
る
原
材
料
又
は
燃
料
が
気
体
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
使
用
す
る
原
材
料
又
は
燃
料
の
別

に
応
じ
て
次
の
算
式
に
よ
り
算
出
す
る
も
の
と
す
る
。

原
材
料
又
は
燃
料
の
前
年
に
お
け
る
使
用
量
（
単
位
　
温
度
が
零
度
で
圧
力
が
一
気
圧
の
状
態
に
換
算
し
た

立
方
メ
ー
ト
ル
）×

原
材
料
又
は
燃
料
中
の
硫
黄
分
の
成
分
割
合
（
単
位
　
容
量
比
）

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
脱
硫
（
原
材
料
中
又
は
製
品
等
中
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
及
び
原
材
料
中
又
は
灰
分
中

に
残
留
す
る
こ
と
を
含
む
。
第
六
条
第
一
項
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
除
去
さ
れ
る
硫
黄
酸
化
物
の
量

は
控
除
し
て
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

（
申
告
書
等
）

第
四
条
　
法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
と
し
、
同
条
第
三
項

の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
ば
い
煙
発
生
施
設
等
設
置
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地

二
　
硫
黄
酸
化
物
の
法
第
五
十
三
条
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
算
定
基
礎
期
間
に
お
け
る
累
積
量

三
　
硫
黄
酸
化
物
の
前
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
に
お
け
る
年
間
排
出
量

四
　
硫
黄
酸
化
物
の
法
第
五
十
四
条
第
二
項
第
一
号
の
単
位
排
出
量
当
た
り
の
賦
課
金
額

五
　
硫
黄
酸
化
物
の
法
第
五
十
四
条
第
二
項
第
二
号
の
単
位
排
出
量
当
た
り
の
賦
課
金
額

六
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２
　
法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
申
告
書
は
、
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
申
告
書
（
様
式
第
一
号
）
と
す
る
。

（
納
付
の
方
法
）

第
五
条
　
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
は
、
こ
れ
を
工
場
又
は
事
業
場
を
単
位
と
し
て
納
付
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

納
付
義
務
者
（
法
第
五
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
を
納
付
す
る
義
務
を
負
う
ば
い
煙
発

生
施
設
等
設
置
者
を
い
う
。
次
条
第
二
項
、
第
七
条
、
第
八
条
及
び
第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
こ

れ
に
よ
ら
な
い
旨
を
あ
ら
か
じ
め
機
構
に
届
け
出
た
と
き
は
、
こ
れ
と
は
別
の
方
法
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
添
付
書
類
）

第
六
条
　
法
第
五
十
五
条
第
二
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
第
三
条
第
一
項
本
文
の
年
間
排
出
量
の
算
定
の
方
式
に
よ
る
算
定
の
過
程
を
示
す
書
類

二
　
第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
年
間
排
出
量
の
算
定
の
方
式
に
よ
り
算
定
す
る
納
付
義
務
者
に
あ
つ
て
は
、
そ

の
算
定
の
過
程
を
示
す
書
類
及
び
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
数
値
の
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

書
類

三
　
前
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
に
お
け
る
原
材
料
又
は
燃
料
の
使
用
量
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

四
　
原
材
料
又
は
燃
料
中
の
硫
黄
分
の
成
分
割
合
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

五
　
原
材
料
又
は
燃
料
の
密
度
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

六
　
脱
硫
に
よ
り
除
去
さ
れ
る
硫
黄
酸
化
物
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
脱
硫
の
程
度
及
び
そ
の
根
拠
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

（
電
磁
的
記
録
媒
体
に
よ
る
手
続
）

第
六
条
の
二
　
法
第
五
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
同
条
第
一
項
の
申
告
書
へ
の
前
条
の
書
類
の
添
付
に
つ
い

て
は
、
第
四
条
第
一
項
各
号
に
定
め
る
事
項
及
び
当
該
書
類
の
作
成
に
必
要
と
な
る
事
項
を
電
磁
的
記
録
媒
体

（
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
を
い
う
。
）
を
も
つ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
し
た
も
の
を
添
付
す
る
こ
と

に
よ
り
、
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
の
充
当
）

第
七
条
　
機
構
は
、
法
第
五
十
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
未
納
の
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
そ
の
他
法
の
規
定
に
よ

る
徴
収
金
に
充
当
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
納
付
義
務
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
納
付
義
務
者
が
申
告
し
た
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
の
延
納
の
方
法
）

第
八
条
　
法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
の
額
が
三
十
万
円
以
上
で
あ
る

納
付
義
務
者
は
、
同
項
の
申
告
書
を
提
出
す
る
際
に
法
第
五
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
延
納
の
申
請
を
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
を
、
四
月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
、
七
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
、
十

月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
及
び
翌
年
一
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
各
期
に
分
け
て
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
延
納
を
す
る
納
付
義
務
者
は
、
そ
の
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
の
額
を
期
の
数
で
除
し
て
得
た

額
を
各
期
分
の
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
と
し
て
、

初
の
期
分
の
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
に
つ
い
て
は
そ
の
年
度
の
初

日
か
ら
起
算
し
て
四
十
五
日
以
内
に
、
そ
の
後
の
各
期
分
の
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
期

の
初
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
十
五
日
ま
で
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
機
構
が
決
定
し
た
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
の
延
納
の
方
法
）

第
九
条
　
前
条
の
規
定
は
、
法
第
五
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
そ
の
不
足
す
る
汚
染
負
荷
量
賦
課

金
に
係
る
法
第
五
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
延
納
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
一
項
中

「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
項
」
と
、
「
同
項
の
申
告
書
を
提
出
す
る
際
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
汚
染
負
荷
量

賦
課
金
を
納
付
す
る
際
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
そ
の
年
度
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
四
十
五
日
以
内
」
と
あ
る
の

は
「
法
第
五
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

1



２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
延
納
を
す
る
納
付
義
務
者
は
、

初
の
期
分
以
外
の
各
期
分
の
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
の
う

ち
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
さ
れ
る
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
納
期
限
が

初
の
期
分
の
汚
染
負
荷
量
賦
課

金
の
納
期
限
よ
り
さ
き
に
到
来
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

初
の
期

分
の
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
の
納
期
限
ま
で
に
、

初
の
期
分
の
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
と
と
も
に
納
付
す
る
も
の
と

す
る
。

（
特
定
賦
課
金
の
充
当
）

第
十
条
　
機
構
は
、
法
第
六
十
四
条
第
三
項
（
法
第
六
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
よ
り
、
未
納
の
特
定
賦
課
金
そ
の
他
法
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
に
充
当
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
納
付
義
務

者
（
法
第
六
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
賦
課
金
を
納
付
す
る
義
務
を
負
う
特
定
施
設
等
設
置
者
（
法
第

六
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
等
設
置
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
い
う
。
第
十
二
条
及
び
第
十
四

条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
共
同
納
付
の
申
出
）

第
十
一
条
　
法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
申
出
は
、
共
同
納
付
申
出
書
（
様
式
第
二
号
）
を
も
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
特
定
賦
課
金
の
延
納
の
方
法
）

第
十
二
条
　
法
第
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
特
定
賦
課
金
の
額
が
三
十
万
円
以
上
で
あ
る
納
付

義
務
者
は
、
当
該
特
定
賦
課
金
を
納
付
す
る
際
に
法
第
六
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
六
条
の
規
定
に

よ
る
延
納
の
申
請
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
特
定
賦
課
金
を
、
四
月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
、
七
月
一
日
か

ら
九
月
三
十
日
ま
で
、
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
及
び
翌
年
一
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

各
期
に
分
け
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
延
納
を
す
る
納
付
義
務
者
は
、
そ
の
特
定
賦
課
金
の
額
を
期
の
数
で
除
し
て
得
た
額
を
各

期
分
の
特
定
賦
課
金
と
し
て
、

初
の
期
分
の
特
定
賦
課
金
に
つ
い
て
は
法
第
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

通
知
を
受
け
た
納
期
限
ま
で
に
、
そ
の
後
の
各
期
分
の
特
定
賦
課
金
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
期
の
初
日
の
属

す
る
月
の
翌
月
十
五
日
ま
で
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
延
納
を
す
る
納
付
義
務
者
は
、

初
の
期
分
以
外
の
各
期
分
の
特
定
賦
課
金
の
う
ち
、
同

項
の
規
定
に
よ
る
納
期
限
が

初
の
期
分
の
特
定
賦
課
金
の
納
期
限
よ
り
さ
き
に
到
来
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

初
の
期
分
の
特
定
賦
課
金
の
納
期
限
ま
で
に
、

初
の
期
分
の
特

定
賦
課
金
と
と
も
に
納
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
三
条
　
前
条
の
規
定
は
、
法
第
六
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
そ
の
不
足
す
る
特
定
賦
課
金
に

係
る
法
第
六
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
延
納
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
前
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
特
定
賦
課
金
の
共
同
納
付
の
場
合
の
延
納
の
方
法
）

第
十
四
条
　
法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
共
同
で
納
付
す
べ
き

特
定
賦
課
金
の
額
が
三
十
万
円
以
上
で
あ
る
共
同
納
付
義
務
者
（
法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定

賦
課
金
を
共
同
で
納
付
す
る
旨
の
申
出
を
し
、
承
認
を
受
け
た
納
付
義
務
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
は
、
当
該
特
定
賦
課
金
を
納
付
す
る
際
に
法
第
六
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
六
条
の
規
定
に

よ
る
延
納
の
申
請
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
特
定
賦
課
金
を
、
四
月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
、
七
月
一
日
か

ら
九
月
三
十
日
ま
で
、
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
及
び
翌
年
一
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

各
期
に
分
け
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
延
納
を
す
る
共
同
納
付
義
務
者
は
、
そ
の
特
定
賦
課
金
の
額
を
期
の
数
で
除
し
て
得
た
額

を
各
期
分
の
特
定
賦
課
金
と
し
て
、

初
の
期
分
の
特
定
賦
課
金
に
つ
い
て
は
法
第
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
通
知
を
受
け
た
納
期
限
ま
で
に
、
そ
の
後
の
各
期
分
の
特
定
賦
課
金
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
期
の
初
日

の
属
す
る
月
の
翌
月
十
五
日
ま
で
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
延
納
を
す
る
共
同
納
付
義
務
者
は
、

初
の
期
分
以
外
の
各
期
分
の
特
定
賦
課
金
の
う

ち
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
納
期
限
が

初
の
期
分
の
特
定
賦
課
金
の
納
期
限
よ
り
さ
き
に
到
来
す
る
こ
と
と
な
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

初
の
期
分
の
特
定
賦
課
金
の
納
期
限
ま
で
に
、

初
の
期

分
の
特
定
賦
課
金
と
と
も
に
納
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
五
条
　
前
条
の
規
定
は
、
法
第
六
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

納
付
す
べ
き
そ
の
不
足
す
る
特
定
賦
課
金
に
係
る
法
第
六
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
六
条
の
規
定
に

よ
る
延
納
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
一
項
中
「
法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
承
認
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
共
同
で
納
付
す
べ
き
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
十
五
条
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
六
十
四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
受
け
た
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
四

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
受
け
た
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
等
の
申
告
及
び
納
付
）

第
十
六
条
　
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
申
告
書
は
、
機
構
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
、
特
定
賦
課
金
そ
の
他
法
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
は
、
機
構
に
直
接
納
付
す
る
場
合
の
ほ

か
は
、
金
融
機
関
に
設
け
ら
れ
た
機
構
の
口
座
に
払
い
込
む
こ
と
に
よ
つ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
、
特
定
賦
課
金
そ
の
他
法
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
の
納
付
は
、
納
入
告
知
書
に
係
る
も
の

を
除
き
納
付
書
に
よ
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
法
第
五
十
五
条
第
三
項
並
び
に
法
第
六
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
法
第
六
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
納
入
告
知
書
に
よ
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
滞
納
処
分
の
証
明
書
）

第
十
七
条
　
法
第
五
十
七
条
第
五
項
又
は
第
六
項
（
法
第
六
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
よ
る
滞
納
処
分
の
た
め
財
産
の
差
押
え
を
す
る
と
き
は
、
差
押
え
を
す
る
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
）
又
は

機
構
の
職
員
は
、
そ
の
行
為
に
関
し
正
当
な
権
限
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
証
明
書
（
様
式
第
三
号
）
を

提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
示
送
達
の
方
法
）

第
十
八
条
　
法
第
六
十
条
（
法
第
六
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
国
税
徴
収
の
例

に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
、
特
定
賦
課
金
そ
の
他
法
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
に
関
す
る
公
示
送

達
は
、
機
構
の
理
事
長
が
送
達
す
べ
き
書
類
を
保
管
し
、
い
つ
で
も
送
達
を
受
け
る
べ
き
者
に
交
付
す
る
旨
を
機

構
の
掲
示
場
に
掲
示
し
て
行
う
。

（
書
類
の
保
存
義
務
）

第
十
九
条
　
ば
い
煙
発
生
施
設
等
設
置
者
若
し
く
は
特
定
施
設
等
設
置
者
又
は
ば
い
煙
発
生
施
設
等
設
置
者
若
し
く

は
特
定
施
設
等
設
置
者
で
あ
つ
た
者
は
、
法
又
は
こ
の
省
令
に
よ
る
書
類
を
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
五
年
間
保
存

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
代
理
人
選
任
の
届
出
）

第
二
十
条
　
ば
い
煙
発
生
施
設
等
設
置
者
又
は
特
定
施
設
等
設
置
者
は
、
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
ば
い
煙
発
生
施
設

等
設
置
者
又
は
特
定
施
設
等
設
置
者
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
に
つ
き
、
代
理
人
を
し
て
処
理
さ
せ
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
文
書
で
そ
の
旨
を
機
構
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
証
明
書
の
様
式
）

第
二
十
一
条
　
法
第
百
四
十
一
条
第
二
項
の
証
明
書
は
、
様
式
第
四
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
申
告
等
）

第
二
十
二
条
　
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
環
境
省
の
所
管
す
る
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進

等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
環
境
省
令
第
七
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使

用
し
た
法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
の
提
出
、
法
第
五
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
延
納
の
申
請
、

第
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
別
の
方
法
に
よ
る
納
付
の
届
出
及
び
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
代
理
人
選
任
の

届
出
（
以
下
「
電
子
申
告
等
」
と
い
う
。
）
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
電
子
申
告
等
を
行
う
者
の

氏
名
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
文
書
で
機
構
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
機
構
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
と
き
は
、
識
別
番
号
及
び
暗
証
番
号
を
付
し
、
こ
れ
ら
の
番
号

を
電
子
申
告
等
を
行
う
者
と
し
て
届
け
出
ら
れ
た
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
電
子
申
告
等
を
行
う
者
は
、
機
構
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
か
ら
入
手
可
能
な
様

式
に
記
録
す
べ
き
事
項
（
次
項
に
お
い
て
「
電
子
申
告
等
記
録
事
項
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
、
電
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子
申
告
等
を
行
う
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
で
あ
つ
て
次
に
掲
げ
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
も
の
か
ら
入

力
し
て
、
電
子
申
告
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
機
構
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
か
ら
入
手
し
た
様
式
に
入
力
で
き
る
機
能

二
　
機
構
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
通
信
で
き
る
機
能

４
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
た
法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
の
提
出

を
行
う
者
は
、
第
六
条
の
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
六
条
各
号
に
掲
げ
る
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
子

申
告
等
記
録
事
項
と
併
せ
て
入
力
し
、
こ
れ
を
送
信
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
命
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
九
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
昭
和
五
十
三
年
度
分
の
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
及
び
特
定
賦
課
金
に
関
す
る
延
納
の
特
例
）

４
　
昭
和
五
十
三
年
度
分
の
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
に
関
す
る
第
八
条
及
び
第
九
条
の
規
定
並
び
に
特
定
賦
課
金
に
関

す
る
第
十
二
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
八
条
第
一
項
中
「
五
百
万
円
」
と
あ
る
の

は
「
三
十
万
円
」
と
、
「
七
月
三
十
一
日
ま
で
、
八
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
及
び
十
二
月
一
日
か
ら
翌

年
三
月
三
十
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
六
月
三
十
日
ま
で
、
七
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
、
十
月
一
日
か
ら
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
及
び
翌
年
一
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
そ
の
後
の
各
期
分
の
汚

染
負
荷
量
賦
課
金
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
前
の
期
の
末
日
ま
で
に
」
と
あ
る
の
は
「
七
月
一
日
か
ら
九
月
三

十
日
ま
で
の
期
分
の
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
に
つ
い
て
は
八
月
十
五
日
ま
で
に
、
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
の
期
分
の
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
に
つ
い
て
は
十
一
月
十
五
日
ま
で
に
、
翌
年
一
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
期
分
の
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
に
つ
い
て
は
同
年
二
月
十
五
日
ま
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
」
と
、
第
十
二
条
及
び

第
十
四
条
中
「
五
百
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
三
十
万
円
」
と
、
「
七
月
三
十
一
日
ま
で
、
八
月
一
日
か
ら
十
一
月

三
十
日
ま
で
及
び
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
六
月
三
十
日
ま
で
、
七
月
一
日
か
ら

九
月
三
十
日
ま
で
、
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
及
び
翌
年
一
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
」
と
、
「
そ

の
後
の
各
期
分
の
特
定
賦
課
金
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
前
の
期
の
末
日
ま
で
に
」
と
あ
る
の
は
「
七
月
一
日

か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
期
分
の
特
定
賦
課
金
に
つ
い
て
は
八
月
十
五
日
ま
で
に
、
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
期
分
の
特
定
賦
課
金
に
つ
い
て
は
十
一
月
十
五
日
ま
で
に
、
翌
年
一
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
期
分
の
特
定
賦
課
金
に
つ
い
て
は
同
年
二
月
十
五
日
ま
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
」
と
す
る
。

（
公
害
健
康
被
害
補
償
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
施
行
に
伴
う
昭
和
五
十
三
年
度
分
の
汚
染
負
荷
量

賦
課
金
に
関
す
る
延
納
の
特
例
）

５
　
公
害
健
康
被
害
補
償
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
昭
和
五
十
三
年
政
令
第
二
百
二
十
四
号
）
附
則
第

二
項
の
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
に
関
す
る
第
八
条
及
び
第
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
第
八
条
第
一
項
中
「
五
百
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
三
十
万
円
」
と
、
「
四
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日

ま
で
、
八
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
及
び
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
六
月

二
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
、
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
及
び
翌
年
一
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一

日
」
と
、
同
条
第
二
項
（
第
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
中
「
そ
の
汚
染
負
荷
量
賦
課
金

の
額
を
期
の
数
で
除
し
て
得
た
額
を
各
期
分
の
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
と
し
て
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
汚
染
負
荷
量

賦
課
金
の
額
の
十
分
の
四
に
相
当
す
る
額
を

初
の
期
分
の
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
と
、
そ
の
汚
染
負
荷
量
賦
課
金

の
額
の
十
分
の
六
に
相
当
す
る
額
を
そ
の
後
の
期
の
数
で
除
し
て
得
た
額
を
そ
の
後
の
各
期
分
の
汚
染
負
荷
量
賦

課
金
と
し
て
」
と
、
「
そ
の
年
度
の
初
日
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
五
十
三
年
七
月
二
日
」
と
、
「
そ
の
後
の
各
期
分

の
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
前
の
期
の
末
日
ま
で
に
」
と
あ
る
の
は
「
十
月
一
日
か
ら
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
分
の
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
に
つ
い
て
は
十
一
月
十
五
日
ま
で
に
、
翌
年
一
月
一
日
か
ら

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
分
の
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
に
つ
い
て
は
同
年
二
月
十
五
日
ま
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
」
と
す

る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
三
月
二
五
日
総
理
府
・
通
商
産
業
省
令
第
一
号
）

こ
の
命
令
は
、
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
一
年
三
月
三
一
日
総
理
府
・
通
商
産
業
省
令
第
一
号
）

１
　
こ
の
命
令
は
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
後
の
公
害
健
康
被
害
補
償
法
施
行
規
程
の
規
定
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
以
降
の
年
度
分

の
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
及
び
特
定
賦
課
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
昭
和
五
十
年
度
以
前
の
年
度
分
の
汚
染
負
荷
量
賦

課
金
及
び
特
定
賦
課
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
二
年
三
月
二
九
日
総
理
府
・
通
商
産
業
省
令
第
一
号
）

１
　
こ
の
命
令
は
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
後
の
公
害
健
康
被
害
補
償
法
施
行
規
程
の
規
定
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
以
降
の
年
度
分

の
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
及
び
特
定
賦
課
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
昭
和
五
十
一
年
度
以
前
の
年
度
分
の
汚
染
負
荷
量

賦
課
金
及
び
特
定
賦
課
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
三
月
三
一
日
総
理
府
・
通
商
産
業
省
令
第
二
号
）

１
　
こ
の
命
令
は
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
後
の
公
害
健
康
被
害
補
償
法
施
行
規
程
の
規
定
は
、
昭
和
五
十
三
年
度
以
降
の
年
度
分

の
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
及
び
特
定
賦
課
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
昭
和
五
十
二
年
度
以
前
の
年
度
分
の
汚
染
負
荷
量

賦
課
金
及
び
特
定
賦
課
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
六
月
二
九
日
総
理
府
・
通
商
産
業
省
令
第
三
号
）

こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
四
年
三
月
二
九
日
総
理
府
・
通
商
産
業
省
令
第
二
号
）

こ
の
命
令
は
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
二
月
二
九
日
総
理
府
・
通
商
産
業
省
令
第
二
号
）

こ
の
命
令
は
、
昭
和
六
十
三
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
三
月
三
〇
日
総
理
府
・
通
商
産
業
省
令
第
三
号
）

こ
の
命
令
は
、
平
成
元
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
一
〇
月
二
九
日
総
理
府
・
通
商
産
業
省
令
第
四
号
）

こ
の
命
令
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
九
月
二
五
日
総
理
府
・
通
商
産
業
省
令
第
三
号
）

こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
四
月
二
四
日
総
理
府
・
通
商
産
業
省
令
第
一
号
）

こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
三
月
三
一
日
総
理
府
・
通
商
産
業
省
令
第
五
号
）

こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
十
一
事
業
年
度
の
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
の
納
付
か
ら
適
用
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
八
月
一
四
日
総
理
府
・
通
商
産
業
省
令
第
九
号
）

こ
の
命
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十

三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
二
七
日
環
境
省
令
第
一
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
四
月
一
日
環
境
省
令
第
一
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
四
月
二
〇
日
環
境
省
令
第
一
一
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
証
明
書
は
、
こ
の
省
令
に
よ

る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
り
調
製
し
た
用
紙
は
、
こ
の
省
令
の

施
行
後
に
お
い
て
も
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
九
月
二
八
日
環
境
省
令
第
二
六
号
）
　
抄
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（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
九
月
三
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
二
月
一
六
日
環
境
省
令
第
一
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運

営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
十
六
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
三
〇
日
環
境
省
令
第
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
八
日
環
境
省
令
第
三
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内

で
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
二
月
二
〇
日
環
境
省
令
第
六
号
）
　
抄

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

様
式
第
１
号
（
第
４
条
関
係
）

様式第1号（第4条関係）（昭63総府通産令2・全改、平5総府通産令4・平16環省令11・令2環省令9・令2環省令31・一部改正） 汚染負荷量賦課金申告書 年月日 独立行政法人環境再生保全機構理事長殿 公害健康被害の補償等に関する法律第55条第1項の規定に基づき、次のと おり申告します。 申告賦課汚染負荷量賦課金番号 ①区分金区分納付義務者番号工場・事業場C・D 郵便番号 ②（フリガナ） 納設 住所 付等 義設 （フリガナ） 務置 者者 氏名又は名 （（ 称電話番号 ば い（フリガナ）（フリガナ） 煙 発代表者氏名同左代理人 生 施資本金千円 郵便番号 （フリガナ） ③ 所在地 対 象 （フリガナ） 工 場 ・名称 電話番号 事 （フリガナ）立方メートル／時 業 業種名一時間当た 場工場長の氏 ④りの最大排 名 出ガス量 × 硫黄酸化物排出単位排出量当た ⑤汚染負荷量賦課金 量り賦課金 額 汚課 染 金円 過去分立方メートル円／立方メートル 負 の 荷 計 量 円 現在分立方メートル円／立方メートル 賦算 延納の申 ⑥するしない＝＋円 請 ⑦汚染負荷量賦課金の期別納付額内訳 全期又は第1期（初期）第2期第3期第4期 円円円円 備考用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とすること。 
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様
式
第
２
号
（
第
１
１
条
関
係
）

様式第2号（第11条関係）（昭54総府通産令2・全改、昭63総府通産令2・平5総府通産令4・平16環省令11・令2環省令9・令2環省令31・一部改正） 共同納付申出書 年月日 独立行政法人環境再生保全機構理事長殿 住所（郵便番号―） 共同納付申出人 氏名電話番号 公害健康被害の補償等に関する法律第65条第1項の規定に基づき、次のと おり申出をします。 ①共同納付者 氏名又は名称代表者の氏名工場又は事業場の所在地 ②共同納付者内部の特定賦課金の徴収方法別紙 ③納付をする金融機関 銀行本店 金庫支店 ④延納する場合は、期別納付額及びその納付期限 期金額納付期限 全期又は第1期（初期）円年月日 第2期円年月日 第3期円年月日 第4期円年月日 備考1共同納付申出人については、その全員の住所及び氏名（共同納 付申出人が法人の場合にあつては、名称及び代表者の氏名）を記 載すること。 2②欄については、共同納付者内部の特定賦課金の徴収方法につ いて、具体的に別紙に記入して提出すること。 3用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とすること。  
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様
式
第
３
号
（
１
）
（
第
１
７
条
関
係
）

様式第3号（1）（第17条関係）（昭63総府通産令2・平5総府通産令4・平16環省令11・令2環省令9・一部改正） （表面） 第号 独立行政法人環境再生保全機構徴 収金滞納者財産差押証 写 職名及び氏名 真年月日生 年月日交付 市町村長 又は区長 （裏面） この証明書を所持する職員は、公害健康被害の補償等に関する法律の規定 による汚染負荷量賦課金及び特定賦課金並びに延滞金を滞納している者の財 産差押の権限を有する。 備考用紙の大きさは、日本産業規格A列7番とすること。  

様
式
第
３
号
（
２
）
（
第
１
７
条
関
係
）

様式第3号（2）（第17条関係）（昭63総府通産令2・平5総府通産令4・平16環省令11・令2環省令9・一部改正） （表面） 第号 独立行政法人環境再生保全機構徴 収金滞納者財産差押証 写 職名及び氏名 真年月日生 年月日交付 独立行政法人環境再生保全機構理事長 （裏面） この証明書を所持する職員は、公害健康被害の補償等に関する法律の規定 による汚染負荷量賦課金及び特定賦課金並びに延滞金を滞納している者の財 産差押の権限を有する。 備考用紙の大きさは、日本産業規格A列7番とすること。  
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様
式
第
４
号
（
第
２
１
条
関
係
）

様式第4号（第21条関係）（昭63総府通産令2・平5総府通産令4・平12総府通産令9・一部改正、平16環省令11・旧様式第4号（2）繰上・一部改正、平19環省 令11・令2環省令9・一部改正） （表面） 第号 年月日発行 身分証明書 写官職及び氏名 年月日生 真 押出スタンプ 上記の者は、公害健康被害の補償等に関する法律第141条第 1項の規定による立入検査に従事する職員であることを証明す る。 環境大臣 （裏面） 公害健康被害の補償等に関する法律抜粋 （ばい煙発生施設等設置者等に対する報告の徴収等）第149条法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使用人 第141条環境大臣は、この法律を施行するため必要があるとその他の従業者が、その法人又は人の業務に関し、第146条 認めるときは、政令で定めるところにより、ばい煙発生施設第1号若しくは第3号又は第147条の違反行為をしたとき 等設置者又は特定施設等設置者に対し、その業務に関し報告は、行為者を罰するほか、その法人又は人に対しても、各本 を求め、又はその職員に、ばい煙発生施設等設置者若しくは条の刑を科する。 特定施設等設置者の工場若しくは事業場に立ち入り、帳簿書 類その他の物件を検査させることができる。 2第139条第2項の規定は前項の規定による検査について、 同条第3項の規定は前項の規定による権限について準用す る。 第147条第141条第1項の規定により報告を求められて、こ れに従わず、若しくは虚偽の報告をし、又は同項の規定によ る検査を拒み、妨げ、若しくは忌避した者は、10万円以下の 罰金に処する。 備考用紙の大きさは日本産業規格A列6番とし、中央点線の所から二つ折とすること。 
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